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摘  要 

 

「ひだ国府紅しだれ」の種子は、発芽率が極めて低く効率的な台木生産に支障を来していることから、

種子の形態、播種時期、貯蔵温度、変温処理などの諸条件が発芽率に及ぼす影響について検討した。核付

き種子は発芽しにくいが、除核することで発芽率が高まった。剥皮種子は腐敗により発芽が見られなかっ

た。種皮の傷付け処理による効果は認められなかったが、ジベレリン処理による効果は認められ、処理濃

度が濃いほど発芽率が向上した。未熟～適熟果実に比べて完熟果実から採取した種子の発芽率がやや高く、

11月の越冬前播種に比べて10月の取り播きの発芽率が高かった。除核種子を湿潤条件下で室温に7～10日

間置く変温処理を行った後に再貯蔵することで発芽率が向上した。しかし、除核時期が早すぎると貯蔵中

に発芽が始まり、播種予定日前に多くの種子が発芽することから、除核時期は変温処理直前の2月中旬が適

した。また、変温処理時の温度が30～35℃、処理日数が2～3日で95％以上の発芽率が得られ、40℃以上で

は高温障害で発芽率が低下した。 

 

キーワード：モモ、台木、種子、温度管理、休眠打破、発芽率 

            

緒  言 

  

 岐阜県飛騨地域では、昭和 60 年頃からモモ幼

木の枯死が多発し、大きな問題となっていた。

著者らは、その発生実態を調査し原因が凍害で

あることを究明するとともに（宮本ら . 1999a, 

b）、発生防止に有効な台木の検索と選抜を行っ

た。その結果、台木品種により枯死率に差が認

められ、岐阜県高山市国府町上広瀬に在来する

観賞用ハナモモが、最も枯死防止効果が高いこ

とが明らかとなった（神尾ら. 2006）。このため、

このハナモモを地元生産者と共同で「ひだ国府  
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紅しだれ」として育成し、2008 年に台木品種と

して登録された（宮本ら. 2011）。 

「ひだ国府紅しだれ」は、岐阜県において

2008 年にモモの枯死対策に有効な新台木として

普及に移され、飛騨地域を中心に普及が進んで

いる。また、近年では全国的にもモモの枯死障

害 が 増 加 し て お り （ 杉 浦 ら . 2004 、 岡 沢 . 

2013）、「ひだ国府紅しだれ」台木を利用した

苗木生産が全国へと広まっている。 

一方、国内で主に使用されている台木は、長

野県下伊那在来種の「おはつもも」（吉田 . 

1995）、農林水産省果樹試験場（現国立研究開

発法人農業・食品産業技術研究機構果樹研究所）

で育成された「モモ台木筑波 4 号」および「モ

モ台木筑波 5 号」（吉田. 1995）、「野生桃」と

総称される各地の在来系統などである。いずれ

も種子を播種してその実生を台木として利用し
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ている。しかし、採取直後の種子は休眠してお

り発芽しにくいため、一定の低温に遭遇させて

休眠を打破する必要がある。一般的には冷蔵庫

による低温保湿貯蔵や野外で砂やオガクズに入

れ る 層 積 貯 蔵 な ど が 行わ れ て い る （ 大 石 . 

1995）。しかし、「ひだ国府紅しだれ」は休眠

が深く、これらの方法でも発芽率が低いことか

ら効率的な台木生産に支障を来している。 

このため、本研究では「ひだ国府紅しだれ」

の種子発芽率向上による効率的な台木生産を図

るため、種子の形態、播種時期、貯蔵温度、変

温管理などの諸条件が発芽率に及ぼす影響につ

いて検討した。 

 

材料および方法 

 

＜試 験 １＞種 子 の形 態 および播 種 時 期 が発 芽 率

に及 ぼす影 響   

種子は、岐阜県中山間農業研究所（以下当

研究所）の果樹園（岐阜県高山市国府町山本）

栽植の「ひだ国府紅しだれ」より2003年に採

取した。種子は形態により核付き種子、核を

割って取り除いた除核種子および除核種子の

種皮を剥いだ剥皮種子に区分した。また、播

種時期により、採種直後の10月中旬に播種し

た取り播き区および採種後約50日の11月下旬

に播種した越冬前区とし、果樹園土壌を充填

した育苗箱（縦36cm×横 58cm×深さ13cm）に

播種して園内で越冬させ、 2004年 5月 26日ま

での発芽数を調査した。 

 

＜試 験 ２＞核 の有 無 および貯 蔵 温 度 が発 芽 率 に

及 ぼす影 響  

 種子は、当研究所果樹園栽植の「ひだ国府

紅しだれ」より2003年に採取した。採種後の

10月中旬に核付き種子および除核種子を湿ら

せたプラスチック製のトレイに並べてビニー

ル袋で密閉し、2、5、 10℃に設定したインキ

ュベーター内で低温貯蔵し、10日ごとに発芽

した種子数を調査した。また、 4月上旬に未

発芽の種子について除核種子はそのまま、核

付き種子は除核して50穴セルトレイに播種し、

無加温ハウス内で 5月下旬まで管理し 10日ご

とに発芽数を調査した。 

 

＜試 験 ３＞傷 付 けおよびジベレリン処 理 が発 芽 率

に及 ぼす影 響  

種子は、当研究所果樹園栽植の「ひだ国府

紅しだれ」より1999年および2003年、「おは

つもも」より2003年に採取した低温貯蔵種子

を供試した。2004年 5月 8日に除核した種子を

蒸留水に浸して10℃で一昼夜吸水させた。傷

付け処理は、ビニール袋に川砂と種子を一緒

に入れ、30秒間もみほぐし種皮に傷を付けた。

ジベレリン処理は、500、 1000、 2000ppmの各

水溶液に10℃で一昼夜浸漬処理した。処理後

は、蒸留水で洗浄し、 70%エタノールに 30秒

間浸して殺菌した後、再度蒸留水で洗浄した。

その後、蒸留水を浸したろ紙の入った直径約

9cmのシャーレに種子を入れ、 10℃暗黒条件

下に置き１週間ごとに発芽数を調査した。 

 

＜試 験 ４＞採 種 時 期 および採 種 後 の管 理 が発 芽

率 に及 ぼす影 響   

種子は、当研究所果樹園栽植の「ひだ国府

紅しだれ」より2004年に採取した。種子は採

取時期により、成熟前の樹上に着果している

果実から採取したもの（未熟～適熟区）と完

熟して落果した果実から採取したもの（完熟

区）に区分した。完熟区は、採取した種子を

貯蔵せずに直ぐに除核して播種した取り播き

区（10月 20日播種）、種子を5℃の冷蔵庫で2

ヶ月間貯蔵した後に除核して播種した越冬前

区（12月 15日播種）に区分した。越冬前区は、

貯蔵中の種子を保湿して湿潤状態としたもの

と乾燥状態としたもので貯蔵条件を変えた。

い ず れ の 種 子 も 園 内 土 壌 を 充 填 し た 育 苗 箱

（縦36cm×横 58cm×深さ 13cm）に播種し果樹

園内で越冬させ、 2005年 6月 21日までの発芽

数を調査した。 

 

＜試 験 ５＞変 温 管 理 における除 核 時 期 が発 芽 率

に及 ぼす影 響   

種子は、当研究所果樹園栽植の「ひだ国府

紅しだれ」、「おはつもも」および「長野野

生桃（晩生）」より2004年に採取した。除核

時期を貯蔵開始前と変温処理前の 2水準とし

た。同年10月 15日より核付き種子および除核

種子を湿らせた状態で5 ℃のインキュベータ

ーで60日間低温貯蔵した。その後、除核種子

はそのまま、核付き種子は除核して、湿潤状

態で15℃に10日間遭遇させる変温処理を行っ

た。処理後は、再び5 ℃で70日間再貯蔵し、

定期的に発芽した種子数を調査するとともに、

再貯蔵70日後に未発芽種子を50穴セルトレイ

に播種し、無加温ハウス内で管理してその後

の発芽数を調査した。  

 



岐阜県中山間農業研究所研究報告 第 12 号：1～8 (2016) 

- 3 - 

 

＜試 験 ６＞変 温 管 理 における冷 蔵 庫 の違 いが発

芽 率 に及 ぼす影 響   

種子は、当研究所果樹園栽植の「ひだ国府

紅しだれ」より2005年に採取したものを供試

した。10月 26日より核付き種子を湿らせた状

態で設置場所、機種の異なる３台の家庭用冷

蔵庫（変温1、2、 3区）で貯蔵した。2006年 2

月 14日（ 111日後）に各冷蔵庫から核付き種

子を取り出して除核し、種子を湿潤状態で 7

日間室温（全区同一室内）に遭遇させる変温

処理を行った。処理後の種子は、湿潤状態の

まま各冷蔵庫に戻して再貯蔵した。対照区は

除核後の変温処理を行わず常時冷蔵庫（変温

2区と同一）で貯蔵した。再貯蔵50日後の4月

5日に 50穴セルトレイに播種し、無加温ハウ

ス内で管理してその後の発芽数を調査した。  

 

＜試 験 ７＞変 温 処 理 の温 度 および日 数 が発 芽 率

に及 ぼす影 響  

種子は、当所果樹園栽植の「ひだ国府紅しだれ」

より 2011 年に採取した。水洗いして果肉をよく取

り除いた核付き種子を軽く陰干し後、ビニール袋

に入れて 2℃の冷蔵庫で貯蔵した。2012 年 2 月 16

日に核を割って除核した種子をろ紙の入った直径

約 9cm のシャーレに入れ、蒸留水で十分に湿らせ

た後に、蓋をしてパラフィルムで密閉し変温処理

を行った。処理温度は 25、30、35、40、45℃とし、

処理日数は 0.5、1、2、3、5、7、10 日とした。変

温処理後は、湿潤状態を保持したまま 2℃の冷蔵

庫で再貯蔵した。対照区は除核後に湿潤状態とし、

変温処理を行わず直ちに 2℃の冷蔵庫で再貯蔵し

た。いずれの区も 4 月 5 日にシャーレのまま 15℃

のインキュベーターへ移し、その後の発芽数を 4

月 25 日まで調査した。 

 

結果および考察 

 

＜試 験 １＞種 子 の形 態および播 種 時期 が発芽 率

に及ぼす影響  

核付き種子は、全く発芽が認められなかっ

たが、堀上げて観察したところ外観上はすべ

て健全であった。除核種子の発芽率は、越冬

前播種の50％に対し、取り播きでは22.2％と

低く種子の59.6％が腐敗していた。剥皮種子

は、全ての種子が腐敗し発芽は認められなか

った（表 1）。これらのことから、核付き種

子は発芽しにくいが、除核することで発芽率

が高まることが明らかとなった。 

採取直後の種子は休眠が浅いため発芽しや

すく、また剥皮により種皮に含まれる休眠物

質が除去されるため、取り播きや剥皮処理は

発芽率向上に有効とされている（大石 . 199

5）。しかし、本試験ではどちらの方法でも

種子腐敗が多発し発芽率は向上しなかった。

　表1　種子の形態および播種期の違いが発芽率に及ぼす影響

播種数 腐敗y 不発芽y

（粒） 4/6 5/6 5/16 5/26 （％） （％）

核付き 越冬前 100 0 0 0 0 0 100

取り播き 99 14.1 22.2 22.2 22.2 59.6 18.2

越冬前 100 1.0 11.0 42.0 50.0 25.0 25.0

剥　皮 取り播き 100 0 0 0 0 100 0

　　z 取り播きは10月中旬、越冬前播きは11月下旬に播種

　　y 2004年6月1日に種子を掘り上げて調査

発芽数（％）
形態 播種期z

除　核

　表2　核の有無および貯蔵温度が種子発芽率に及ぼす影響z

貯蔵中

発芽率（％） 4/26 5/6 5/16 5/26 播種前 播種後y

2 0.0 0.0 7.7 9.4 11.3 0.6 30.3

5 0.9 0.9 3.8 4.2 4.2 1.0 38.8

10 0.0 0.0 0.0 3.5 5.9 0.0 44.9

2 12.1 12.1 14.1 14.8 14.8 2.0 2.2

5 8.4 10.0 15.2 16.4 16.8 2.4 1.2

10 14.7 18.0 37.3 41.3 41.3 2.7 2.7

　　z 1区48～57粒の3反復で実施

　　y 2004年5月28日に種子を掘り上げて調査

種子腐敗率（％）播種後発芽率（％）
種子

貯蔵温度
（℃）

核付き

除核



岐阜県中山間農業研究所研究報告 第 12 号：1～8 (2016) 

- 4 - 

 

既知の剥皮試験事例の多くは、室内での無菌

状態での結果であることから、本試験では除

核時の傷や剥皮により土壌中の雑菌に汚染さ

れたためと考えられ、取り播きや剥皮処理の

実用性は低いと考えられた。 

 

＜試 験 ２＞核 の有 無 および貯 蔵 温 度 が発 芽 率 に

及 ぼす影 響  

核付き種子は、貯蔵温度に関係なく貯蔵中の

発芽がほとんど認められず、播種後にやや発芽

率が高まったが、最高でも 11.3％と低かった。

また、播種後の腐敗種子率が 30.3～44.9％と高

かった。除核種子は、いずれの温度でも貯蔵中

の発芽が認められ、播種後にやや発芽率が高ま

り、核付き種子に比べ全体的に発芽率が高かっ

た。しかし、発芽率の最も高かった 10℃でも

41.3％と実用的には不十分であった。なお、播

種後の腐敗種子率は、1.2～2.7％と核付き種子

に比べ低かった。貯蔵温度の影響は、核付き種

子では一定の傾向が認められなかった。除核種

子では 10℃区の発芽率が高かったが、これは貯

蔵中に必要な低温要求量に達した後に、温度の

最も高かった 10℃区で発芽が促されたためと考

えられた（表 2）。 

これらのことから、試験 1 と同様に除核する

ことで発芽率が向上することが確認された。し

かし、除核種子ではいずれの貯蔵温度でも貯蔵

中に発芽したことや、実用的に十分な発芽率が

得られなかったことから、種皮の傷付け処理や

薬剤処理などよる休眠打破について試みるとと

もに、採種時期および除核時期などについて検

討する必要があると考えられた。 

 

＜試験 ３＞傷 付 けおよびジベレリン処 理 が発 芽 率

に及 ぼす影 響  

種皮への傷付け処理では、「ひだ国府紅し

だれ」1999年産の処理区発芽率は、処理42日

後で60％、70日後で70％と無処理区と大きな

差はなかった。2003年産の処理区では全く発

芽が見られず、腐敗種子率が41.7％と高かっ

た。「おはつもも」2003年産の処理区発芽率

は、処理42日後では無処理区と大きな差がな

かったが、70日後では93.8％と高かった（表

3）。このように種皮への傷付け処理による

発芽促進効果は、「おはつもも」では見られ

　 表 3 　 種 皮 へ の 傷 付 け 処 理 が 種 子 発 芽 率 に 及 ぼ す影 響z

腐敗種子率

14日 28日 42日 56日 70日 (％）

処理 0 0 60.0 70.0 70.0 0.0

無処理 0 0 50.0 55.0 60.0 0.0

処理 0 0 0 0 0 41.7

無処理 0 0 8.3 29.2 33.3 0.0

処理 0 0 12.5 62.5 93.8 0.0

無処理 0 0 19.4 47.2 58.3 19.4

　　z 1区8～12粒の2反復で実施

処理後の発芽率（％）
採種年次

2003年

1999年

2003年

ひだ 国 府 紅
しだ れ

お は つ も も

傷付け品種名

　 表 4 　 ジベ レ リ ン 処 理 が 種 子 発 芽 率 に 及 ぼ す 影 響z

処 理 濃 度 腐 敗 種 子 率

（ ppm ） 14日 28日 42日 56日 70日 (％）

2,000 0 0 90.0 95.0 95.0 0.0

1,000 0 0 60.0 65.0 65.0 5.0

500 0 0 65.0 65.0 65.0 0.0

無処理 0 0 50.0 55.0 60.0 0.0

2,000 0 0 58.3 62.5 66.7 8.3

1,000 0 0 33.3 54.2 54.2 4.2

500 0 4.2 41.7 41.7 45.8 0.0

無処理 0 0 8.3 29.2 33.3 0.0

2,000 0 0 83.3 91.7 97.2 0.0

1,000 0 0 52.8 80.6 97.2 0.0

500 0 0 33.3 50.0 58.3 22.2

無処理 0 0 19.4 47.2 58.3 19.4

　　z 1区10～12粒の2反復で実施

処 理 後 の 発 芽 率 （ ％ ）
採 種 年 次

1999年

2003年

ひ だ 国 府 紅
しだ れ

2003年お は つ も も

品 種 名
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たが、「ひだ国府紅しだれ」では認められな

かった。  

 種子のジベレリン処理では、「ひだ国府紅しだ

れ」1999年産において、2000ppm区は処理42日  

後で90％、56日後で95％と無処理区に比べ高

かったが、 1000ppmおよび 500ppm区では差が

見られなかった。2003年産においては、2000

ppm区は処理 42日後で 58.3％、 70日後で 66.7

％と無処理区に比べて高く、その他の処理区

においても発芽促進効果が認められたが、処

理濃度が薄くなるほど効果が劣った。「おは

つもも」2003年産については、処理濃度が高

いほど発芽促進効果が高く、全体的な発芽率

は 「 ひ だ 国 府 紅 し だ れ 」 よ り 高 か っ た （ 表

4）。 

以上の結果から、「ひだ国府紅しだれ」種

子に対するジベレリン処理は、発芽率向上効

果があることが明らかとなった。なお、処理

濃度については、本試験では 2000ppmで安定

した高い効果を示したが、荒木ら（2015）が

同品種で実施した試験では、 1000ppm24時間

浸漬処理で発芽した種子の根に褐変や奇形が

発生していることから、処理濃度や浸漬時間

については、さらに検討が必要と考えられた。

また、荒木らの試験でも「ひだ国府紅しだれ」

は、「おはつもも」に比べ処理効果が小さく

発芽率が低かったが、これは種子の休眠がよ

り深いためと推察された。 

 

＜試 験 ４＞採 種 時 期 および採 種 後 の管 理 が発 芽

率 に及 ぼす影 響   

果実成熟度の違いでは、未熟～適熟果実に

比べ完熟した果実から採種した種子の発芽率

がやや高かった。播種時期の違いでは、越冬

前播種に比べ取り播きの発芽率が高かった。

越冬前播種における種子貯蔵中の乾湿の違い

による差は認められなかった（図1）。  

これらのことから、「ひだ国府紅しだれ」

の種子は、完熟落下した果実から採取するの

がよく、種子の休眠が浅いとされる採種直後

の取り播きの方が、越冬前播種より発芽率が

向上すると考えられた。しかし、これらの方

法でも実用的に十分な発芽率が得られなかっ

た。また、当地域のような積雪地帯では野鼠

による食害が発生しやすく、年によって発芽

率が不安定となることも予測されるため、今

後は春播きで高い発芽率が得られる貯蔵方法

の検討が必要と考えられた。 

 

＜試 験 ５＞変 温 管 理 にお ける 冷 蔵 庫 の違 い が 発

芽 率 に及 ぼす影 響   

貯蔵開始前の 10 月 15 日に除核した種子は、

いずれの品種も 5℃低温貯蔵中に発芽が見られ、

貯蔵終了時の発芽率は「ひだ国府紅しだれ」で

20.3％であった。その後、種子は 15℃10 日間の

変温処理を行い、再び 5℃で再貯蔵したことで発

芽率が向上し、再貯蔵終了時の播種前発芽率は

  　  図1　種子成熟度、播種時期および貯蔵条件が発芽率

　    　　　 に及ぼす影響
　　1区47～57粒で反復なし

0

20

40

60

80

100

未～適熟 完熟 完熟 完熟

取り播き 取り播き 越冬前 越冬前

乾燥 湿潤

発
芽

率
（
％

）

播種時期

果実成熟度

貯蔵条件

　表5　除核時期が種子発芽率に及ぼす影響z

貯蔵終了時 播種前

発芽率（％） 発芽率（％） 4/20 5/6 6/20

ひだ国府紅しだれ 59 20.3 52.5 52.5 55.9 71.2

おはつもも 50 98.0 98.0 - - -

長野野生桃（晩） 50 12.0 100 - - -

ひだ国府紅しだれ 56 0 35.7 35.7 42.9 44.6

おはつもも 35 0 82.9 82.9 91.4 94.3

長野野生桃（晩） 48 0 72.9 72.9 93.8 93.8

　　z －：播種前までにほとんどの種子が発芽したため播種せず

変温処理前
（12月14日）

品種名

貯蔵開始前
（10月15日）

播種後発芽率（％）z除核時期
（実施日）

播種数
(粒）
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「ひだ国府紅しだれ」で 52.5％と半分以上の種

子が発芽し、播種後の最終発芽率は 71.2％であ

った。これに対し変温処理前に除核した種子は、

いずれの品種も貯蔵終了時に発芽が見られなか

った。また、「ひだ国府紅しだれ」の再貯蔵終

了時の播種前発芽率は、35.7％と貯蔵開始前に

除核した種子に比べて低く、播種後の最終的な

発芽率は 44.6％であった（表 5）。 

以上のように、貯蔵開始前（10 月 15 日）に除

核した種子を 5℃で 60 日間低温貯蔵した後、湿

潤状態で 15℃に 10 日間遭遇させる変温処理を行

い、再び 5℃で 70 日間低温貯蔵することで、70

％を超える発芽率が得られた。しかし、この方

法では貯蔵中に発芽が始まり、播種予定前に半

数以上が発芽してしまうことから、除核作業は

貯蔵中に発芽の見られなかった変温処理前に行

うのがよいと判断された。しかし、変温処理前

の 12 月 14 日除核では、再貯蔵中に発芽が進み

播種予定前に 35.7％が発芽したため、今後は変

温処理日を遅らせることや貯蔵温度を下げるな

どの改善が必要と考えられた。 

 

＜試 験 ６＞変 温 管 理 における冷 蔵 庫 の違 いが発

芽 率 に及 ぼす影 響   

貯蔵中の日平均温度は、変温3区が最低1.7

℃、最高3.0℃、日格差1.3℃で処理区内の中

間、変温1区はそれより高め、変温2区は低め

であった。 7日間の同一室内での変温処理中

の温度は、11.0～ 24.8℃で区による大きな差

はなかった。再貯蔵中の温度も変温 3区が処

理区内の中間、変温 1区はそれより高め、変

温2区は低めであった（表6）。変温処理前の

除核時発芽率は、いずれの区も 0％で貯蔵中

の発芽はなかった。再貯蔵後の播種前発芽率

は、冷蔵庫内温度が高めで推移した変温 1区

で平均 57.6％と高く、低めで推移した変温 2

区で 0％、中間で推移した変温 3区は平均 7.6

％であった。播種後の最終的な発芽率は、対

照区の3.5％に対し、変温1，2， 3区は70％以

上と高く、中でも変温 3区は 90.6％と高かっ

た（表7）。 

 以上のことから、前述した試験 5の結果と

同様に、「ひだ国府紅しだれ」の種子発芽率

向上には、冷蔵庫で低温貯蔵した核付き種子

を除核した後に室温に 7日間遭遇させ、再び

低温貯蔵する変温管理が効果的であることが

確認された。また、本試験では、除核時期を

試験 5の 12月 14日より約 2か月遅らせ 2月 14日

としたことで、変温2、 3区では播種前の発芽

率を低く抑えることができた。しかし、冷蔵

庫内温度が高めで推移した変温 1区では、播

種前発芽率が57.6％と高かったことから、今

後は変温処理時および再貯蔵時の温度につい

て詳しく調査する必要があると考えられた。 

　表6　種子貯蔵期間中の冷蔵庫の違いと庫内温度

極値 平均値 極値 平均値 極値 平均値

日最低（℃） -0.8 3.1 -1.5 0.3 -3.3 1.7

日最高（℃） 8.2 4.6 3.5 1.1 8.6 3.0

日較差（℃） 7.5 1.5 3.0 0.8 6.5 1.3

日最低（℃） 11.7 13.7 11.0 12.8 11.6 13.3

日最高（℃） 24.8 21.8 24.1 21.1 24.5 21.6

日較差（℃） 12.1 8.1 12.0 8.2 11.9 8.4

日最低（℃） 3.2 5.3 -2.0 1.6 -0.8 1.3

日最高（℃） 10.2 6.6 4.5 2.7 6.1 3.3

日較差（℃） 5.5 1.3 4.0 1.1 4.5 2.0

貯蔵
（10/26～2/13）

変温処理
（2/14～2/20）

再貯蔵
（2/21～4/4）

変温１区 変温２区 変温３区
測定項目測定期間

　表7　変温管理における冷蔵庫の違いが発芽率に及ぼす影響

反復1 反復2 反復3 反復1 反復2 反復3 平均 反復1 反復2 反復3 平均

変温１ 0 0 0 62.5 44.4 65.8 57.6 70.0 69.4 81.6 73.7

変温２ 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0.0 79.5 55.6 86.5 73.9

変温３ 0 0 0 20.0 2.9 0.0 7.6 86.7 94.3 90.9 90.6

対　照 0 0 0 0.0 5.4 2.6 2.7 2.6 5.4 2.6 3.5

　　z 播種37日後の5月12日に調査

試験区
除核時発芽率（％） 播種後発芽率z（％）播種前発芽率（％）
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＜ 試 験 ７ ＞ 変 温 処 理 の 温 度 及 び 日 数 が 発 芽 率

に及 ぼす影 響  

変温処理を行わなかった対照区は、ほとん

ど発芽が見られなかった。これに対し25℃で

は 3日処理から発芽率 80％を超えたが、やや

不十分であった。 30℃では 2日処理、 35℃で

は 1日処理から発芽率 95％以上であった。 40

℃では 1日処理で発芽率 90％を超えたが、処

理日数が長くなるほど発芽率が低下した。45

℃では 2日処理から発芽が全く見られなかっ

た（図2）。発芽勢は、30℃および35℃の2～

5日処理で優れた（データ略）。これらのこ

とから、変温処理温度は30～ 35℃、処理期間

は2～3日が最も適すると判断され、40℃以上

では高温により発芽率が低下することが明ら

かとなった。 

以 上 こ れ ま で の す べ て の 試 験 結 果 か ら 、

「ひだ国府紅しだれ」の種子発芽率向上のた

めの採種から播種までの工程を図 3に示した。

すなわち、完熟して落果した果実から核付き

種  

 

子を採取し、ビニール袋に入れて 2℃の冷蔵

庫で貯蔵し、 2月中旬に除核して取り出した

種子を湿潤条件で30～ 35℃に2～ 3日間遭遇さ

せた後、再び 2℃の冷蔵庫で 40～ 50日間再貯

蔵する方法が最も発芽率向上に効果的と結論

付けられた。 

藤重ら（1999）は、ハナモモの種子発芽に

おける低温要求量について調査し、品種・系

統によって大きな相違があり、枝垂れ性の 1

品種では、 8週間の低温処理を行ってもほと

んど発芽せず、低温要求量が相当大きいとし

ている。しかし、本研究結果から明らかとな

ったように「ひだ国府紅しだれ」の種子発芽

には、低温遭遇時間の長短だけではなく、貯

蔵中の変温処理が大きく影響した。このこと

は低温による休眠打破のためには、種子が低

温を感知するための内的条件が存在すること

を示唆しており、本研究が今後のモモ種子の

休眠生理解明に役立つことを願いたい。 

 

図2　変温処理時の温度および日数が種子発芽率に及ぼす影響z

z 試験は1区20粒の3反復で実施
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　　図3　種子発芽率向上のための採取から播種までの工程
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